
しらかみニュース

▲受賞したポスターを手に、笑顔の桂田健吾くん

　
Ｊ
Ａ
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
藤
里
小
学
校
２
年
生
の
桂
田
建
吾
く
ん
が

金
賞
お
よ
び
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
交
通
安
全
へ
の
意
識
向
上
と
地
域
へ

の
浸
透
を
目
指
し
、
毎
年
小・
中
学
生
書
道・
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
し
た
桂
田
く
ん

は
、「
金
賞
を
取
れ
て
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。

横
断
歩
道
を
渡
る
際
は
、

い
つ
も
左
右
確
認
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
藤
里
町
で
は

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が

４
，
５
０
０
日
を
超
え
、

県
内
市
町
村
記
録
を
更

新
し
て
い
ま
す
。

コンクールを通じて、交通安全意識向上を目指す

藤里小学校の桂田健吾くんが、交通安全ポスターコンクールで金賞を受賞

　

特
産
品
で
あ
る『
白
神

山
う
ど
』
の
出
荷
最
盛

期
を
前
に
、
Ｊ
Ａ
山
う

ど
部
会（
桜
田
和
浩
部
会

長
）
は
１
月
14
日
に
目

揃
会
を
開
催
し
、
出
荷

規
格
や
販
売
体
制
の
確

認
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
桜
田
部
会

長
が「
全
体
的
に
生
育

は
順
調
な
の
で
、
温

度
管
理
な
ど
を
適
正

に
行
っ
て
高
品
質
山
う
ど
を
収
穫
し
、
市
場
に
安
定

供
給
し
て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
。
今
年
度
の
販
売
高
は

１
億
８
千
万
円
の
見
通
し
で
、市
場
関
係
者
か
ら
は「
産

地
で
あ
る
群
馬
や
栃
木
が
、
台
風
等
で
収
量・
品
質
に

影
響
を
受
け
て
い
る
。こ
の
好
機
を
活
か
す
た
め
に
も
、

早
め
の
出
荷
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。

ＪＡ山うど部会が、目揃会を開催

『白神山うど』の、更なるブランド強化を目指す

▲高品質山うどの出荷を目指し、出荷規格を確認する生産者

　

平
成
26
年
度
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ａ
は
１
月
24
日
に
組
合
員
を
対
象
と

し
た
新
農
政
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
組
合
員
約
２
０
０
名
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
中

央
会
の
梅
川
東
志
郎
氏
と
高
橋
幸
毅
氏
を
講
師
に
、
政

府
が
取
り
組
む
①
10
年
間
で
農
地
集
積
・
コ
ス
ト
削
減

に
よ
る
、
農
業
の
所
得
倍
増
。
②
２
０
２
０
年
ま
で
に

六
次
産
業
化
を
10
兆
円

規
模
化
・
農
林
水
産
物

の
輸
出
額
10
兆
円
達
成

の
概
要
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
経
営
所
得

安
定
対
策
・
水
田
フ
ル

活
用
・
米
政
策
等
の
交

付
金
変
更
が
説
明
さ
れ
、

参
加
し
た
組
合
員
か
ら

は
広
範
の
周
知
に
向
け
、

再
度
の
説
明
の
機
会
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

新農政説明会を開催し、農業情勢の共有化を図る

▲新農政の詳細について理解を深める組合員

平成26年度の営農へ向け、新しい農業政策を紹介

▶
質
問
を
行
う
参
加
者
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双子座（5・21〜 6・21）　思うようにならないことが多くイライラしがち。いつも笑顔を心掛けて。古典文学や芸術を堪能すると刺激大


